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　＊人間学部児童発達学科
＊＊文京学院大学保育実践研究センター

1．子ども・子育て支援における子どもの発達
相談の実施

現在，我が国の子ども・子育て支援に関する取
り組みは，内閣府の「子ども・子育て本部」が示
す少子化対策に関する施策や，子ども・子育て支
援給付および保育所・幼稚園・認定こども園に関
わる調整等が中心に行われている（内閣府子ど
も・子育て会議，2015）．また，内閣府による「少
子化社会対策白書（少子化の状況及び少子化に対
処するために講じた施策の概況に関する報告書）」
のうち，少子化対策に関する具体的な状況に関し
て，平成 16 年度版と平成 30 度版の項目を表 1 に
示した．

これら 14 年間を比較すると，平成 30 年度版で
は子育て支援施策の一層の充実に関して，小学校

に通う子どもを対象にした「放課後子ども総合プ
ラン」に関する『「小 1 の壁」の打破』の項目や，「児
童虐待の防止，社会的養護の充実」，「子供の貧困」，
そして「障害のある子供等への支援」などの項目
が明記されている．これらから，現在の子ども・
子育て支援の実施について，当初に掲げられてい
た事項に加えて，家庭の養育や経済に関する状況
に対応することや，子どもの成長と共に変化する
支援ニーズに対応すること，そして子どもの発達
に関する問題や障害のある子どもに関する支援に
関することなど，乳幼児期という一定期間を主と
した支援から，子どもの生涯にわたる支援と子ど
もの発達に関わる様々な領域における支援を繋げ
ることが重要になっていると考えることができる．

この報告は，保育実践研究センター「ふらっと文京」における新たな取り組みである子どもの発達相談
「もくようそうだん会」の試行に関する取り組みを振り返り，大学の子育て支援施設における子どもとそ
の保護者に対する発達相談活動の実施について取りまとめることを目的とした．我が国の子どもの発達
支援に関する現代的ニーズとして生涯にわたる発達支援と様々な専門領域の連携が注目されることから，
乳幼児期に関わる領域からの実践成果などを含めて調査，整理して，本センターの発達相談事業を準備
した．平成 30 年 1 月・2 月・3 月それぞれ 1 日の計 3 回の試行を経て，円滑に実施できたこと，参加し
た保護者からの肯定的な意見が得られたことに加えて，本センターの目的の一つである子ども支援者養
成に関する新たな機会となることが示唆された．
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2 点については，早期の発見・対応に向けて親子
に対して丁寧に向き合い，寄り添う支援が求めら
れるであろう．こうした対応について，母子に関
する複数の取り組みなどを集約した母子保健法に
よる「母子健康包括支援センター」（児童福祉法
に関しては「子育て世代包括支援センター」と呼
んでいる）を中心とした対応が進められることと
なっている．つまり，妊娠および出産期の母親と
その子どもや，乳幼児期の子どもとその親（保護
者）に対する支援の主たる領域は，保健に関する
領域であり，母親や子どもへの健康診査などに関
する取り組みの理解や，保健師などの関わる専門
職との連携に関する知識などが求められる．

一方，子どもの発達に関わる多領域の支援に関
して，厚生労働省の障害児支援の在り方に関する
検討会『今後の障害児支援の在り方について（報

2．乳幼児期を含めた子ども・子育て支援の実
施の留意点

現代の子ども・子育て支援の特徴の一部とし
て，子どもの誕生（母親の妊娠期を含める）から
成人までの生涯発達支援と子どもの発達に関わる
多領域の支援を考慮して，それらの要素が連携す
ることが求められている．前者に関して，厚生労
働省による「健やか親子21（第2次）」（厚生労働省，
2014）の取り組みでは，3 つの基礎課題「切れ目
のない妊産婦・乳幼児への保健対策」，「学童期・
思春期から成人期に向けた保健対策」，「子どもの
健やかな成長を見守り育む地域づくり」と共に，
2 つの重点課題として「育てにくさを感じる親に
寄り添う支援」，「妊娠期からの児童虐待防止対策」
が掲げられている．特に，重点課題となっている

表 1　内閣府による報告書にみる具体的状況に関する項目の比較
平成 16 年度版 平成 30 年度版

第 2 部　少子化社会対策の具体的実施状況
第 1 章　すべての働きながら子供を育てている人のために
第 2 章　子育てをしているすべての家庭のために

第 1 節　 地域の様々な子育て支援サービスの充実とネット
ワークづくり等の推進

第 2 節　家庭教育への支援等の充実
第 3 節　子育てを支援する生活環境の整備
第 4 節　再就職の促進
第 5 節　社会保障における次世代支援
第 6 節　教育に伴う経済的負担の軽減

第 2 部　少子化対策の具体的実施状況
第 1 章　重点課題

第 1 節　子育て支援施策の一層の充実
1　子ども・子育て支援新制度の円滑な実施
2　待機児童の解消
3　「小 1 の壁」の打破

第 2 節　結婚・出産の希望が実現できる環境の整備
1　経済的基盤の安定
2　結婚に対する取組支援

第 3 節　3 人以上子供が持てる環境の整備
1　多子世帯における様々な面での負担の軽減

第 4 節　男女の働き方改革の推進
1　男性の意識・行動改革
2　ライフ・ワーク・バランス、女性の活躍

第 5 節　地域の実情に即した取組の強化
1　地域の強みを活かした取組支援
2　「地方創生」と連携した取組の推進

第 2 章　きめ細やかな少子化対策の推進
第 1 節　結婚、妊娠・出産、子育ての各段階に応じた支援

1　結婚
2　妊娠・結婚
3　子育て
4　子供の貧困
5　教育

第 2 節　社会全体で行動することによる少子化対策の推進
1　結婚、妊娠、子供・子育てに暖かい社会づくり
2　企業の取組
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3．保育実践研究センター「ふらっと文京」に
おける発達相談について

本学ふじみ野キャンパスの保育実践研究セン
ターは，学生の実習の場の提供に加え，幼児教育・
保育に関する研究と子育て支援者の育成および地
域の子育て支援を目的とする研究機関である．こ
のセンターによる 0 〜 2 歳（満 3 歳に達するまで）
の子どもとその保護者を対象にした子育て支援施
設が「ふらっと文京」である．ふらっと文京は，
来所する子どもに適した遊具などや専門性の高い
スタッフによる見守りの基本姿勢によって，子ど
もの遊びと親子の交流などを促進する子ども・子
育て支援が特徴である．こうしたふらっと文京の
特徴のうち，保護者が気軽に相談できる場所とし
てあるという側面に関連して，子どもの発達相談
に関する取り組みのニーズとそれに対する可能性
について検討することとなった．

柄田・佐藤・加須屋（2018）は，2015 年 4 月
から 2017 年 8 月までのふらっと文京スタッフに
対する保護者からの個別の子育て相談に関する件
数，相談回数，内容などを分析し，地域の子ども・
子育てに関する相談機関としての役割と共に，地
域の専門機関との連携に貢献できるという役割が
あることがわかった．こうした結果から，ふらっ
と文京の開所日に来所した子どもとその保護者の
相談に応じる利用型の取り組みに加えて，子ども
の発達相談の会という通所型の取り組みを新たに
企画することが示唆された．また，この取り組み
の実施に関して，運営体制や受付の基準，実際の
活動内容などに関する検討を含め，試行に向けた
準備を行うことが提案された．

4．本報告の目的

本報告は，ふらっと文京における子どもの発達
相談の会の試行に関する取り組みの事項を整理
し，大学の子育て支援施設における子どもとその
保護者に対する発達相談活動の実施について報告
することを目的とした．

告書）〜「発達支援」が必要な子どもの支援はど
うあるべきか 〜』（厚生労働省，2014）では，ラ
イフステージに応じた切れ目の無い支援を「縦の
連携」，保健・医療・福祉・保育・教育・就労支
援等とも連携した地域支援体制の確立を「横の連
携」として，これらを総合した地域における「縦
横連携」を進めることを提言している．こうした
連携に関連したものとして，発達障害などの障害
のある子どもとその家庭を支援するために，文部
科学省と厚生労働省による『家庭と教育と福祉の
連携「トライアングル」プロジェクト報告』（家
庭と教育と福祉の連携「トライアングル」プロ
ジェクトチーム，2018）があり，このプロジェク
トの成果によって，平成 30（2018）年 5 月 24 日
の文部科学省初等中等教育局長および厚生労働省
社会・援護局障害保健福祉部長による「教育と福
祉の一層の連携等の推進について」（通知）が出
された．この通知では，教育領域の組織と福祉領
域の組織との関係構築のための連絡会議などの設
置や連携の強化や，学校の教職員などへの障害児
福祉制度の周知について示されている．さらに，
保護者支援の推進について，保護者支援の窓口を
整理することや情報提供の推進，さらには保護者
同士の交流の場等の促進や専門家による保護者へ
の相談支援についても述べている．このように，
家庭・教育・福祉の連携による障害のある子ども
を含めた発達の支援を要する子どもとその親を含
めた家庭に対する支援が充実することは重要であ
る．しかしながら，子どものライフステージに応
じた支援の連続性を考慮すると，保健領域からの
支援が重要である．そのため，家庭と教育と福祉
という「トライアングル」に，妊娠期の母親を含
む家庭と乳児期および幼児初期（3 歳ごろまで）
を中心に取り組む保健領域を加えた「スクエア」
な支援の実践が望ましいものと考える．こうした
ことから，子ども・子育て支援に関して継続して
注目されてきた乳幼児期の親子に対する支援は現
代も継続して重要な取り組みであり，今後は，家
庭・教育・福祉の領域との連携を念頭においた支
援に関する理解と実践が示唆されている．
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もも受け入れることができることとした．さら
に，それぞれの相談会で，利用する保護者と担
当の教員研究員（子どもの発達相談に関する専
門性を有する者）との個別の相談時間を設定す
ることとした．

・運営スタッフおよび教員研究員は，相談会終了
後にカンファレンスを行うこととした．さらに，
利用した子どもおよびその保護者に関する記録

（資料 2）を相談会の実施ごとに記入し，3 回（1
期間）終了時に，相談の主訴に関する変化など
について評価（資料 3）を行うこととした．ま
た，3 回（1 期間）の利用があった保護者に利
用に関するアンケート（資料 4）を記入するよ
うに求めることとした．また，相談会に参加し
た学生スタッフもカンファレンスに参加し，オ
ブザーバーとして意見や感想などを述べること
ができることとした．

・この相談会の倫理事項に関して，利用する子ど
もとその保護者の人権を尊重すること，個人情
報などに関する守秘を遵守すること，特にこの
会の記録・書類などは利用する子ども・保護者
ごとに個人ファイルを作成して厳重に保管・管
理することとし，これらに関して教員研究員・
スタッフとともに学生スタッフも確認すること
とした．

○ 「もくようそうだん会」（試行）の実施概要
ふらっと文京「もくようそうだん会」（試行）の

実施に関する概要は下記のとおりであった．
・申込み 6 組に対して，1 月（1 月 11 日）4 組，

2 月（2 月 22 日）3 組，3 月（3 月 15 日）4 組
であった．

・これらの利用した保護者からのアンケートのう
ち，参加したことに関する主な回答について，

「自分の考えや気持ちだけではうまくいかない
ことを聞いていただき，これから楽しく子育て
が出来るステップになりました」，「発達の事な
ど相談する事が恥ずかしいと思うこともあった
が，アドバイスをもらい，とても安心し，心強
く感じました」，「心配に思うことに関して，細
かく相談にのって頂き，心の整理がつきました」
などがあった．

5．子どもの発達相談「もくようそうだん会」
の試行について

○ 子どもの発達相談の試行に向けた準備
ふらっと文京における子どもの発達相談会の試

行に向けて，発達相談会を担当する保育実践研究
センター教員研究員，センタースタッフおよびセ
ンター長が検討し，主な事項として下記のとおり
となった．
・名称は，ふらっと文京「もくようそうだん会」

とした．
・日程・回数は，ふらっと文京の開所期間のうち

開所日でない木曜日の 11:00 〜 14:00 とし，試
行期間は 3 回（1 月・2 月・3 月それぞれ 1 回）．
正式な実施では，大学授業暦の前期 3 回（4 〜
7 月のそれぞれ 1 回），後期以降 3 回（10 〜 3
月のそれぞれ 1 回）を想定した．対象の親子は，
前期・後期の開催日程について 3 回を 1 期間と
して，連続した 6 回（2 期間）までを原則とし
て利用できることとした．また，6 回以降に相
談があった場合でも，フォローアップ相談とし
て適宜受付できることとした．

・相談対象および相談したいこと（主訴）は，ふ
らっと文京を 1 回以上利用したことのある子ど
もとその保護者とし，その保護者による子育て
に関する相談とした．そのため，子育てに関連
することとして，その子どものきょうだい（兄・
姉・弟・妹）に関する相談も含めることとした．

・運営スタッフは，保育実践研究センター保育指
導職員・補助スタッフ，この取り組みを担当す
る教員研究員 1 名とした．また，本センターの
子育て支援者育成という観点から，希望する学
生スタッフ（ただし，現時点では保育・幼児教
育での実習経験が複数ある 4 年生とした）も参
加できることとした．

・この相談会の運営および利用の方法は，ふらっ
と文京の通常開所時と同様であることを原則と
した．この相談会だけの特徴として，利用する
ときは事前の申込みを要すること（おおむね
10 組の子どもおよびその保護者），利用者に相
談に関する申込書兼問診票（資料 1）に記入を
求めること，相談内容によって 3 歳以上の子ど
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域を含む保健の領域を加えた 4 つの領域の連携を
考えていくことが重要と考える．そのため，乳幼
児期の子どもの発達相談については，その実践・
記録や資料（生育歴などの問診票など）の項目な
どは，地域の保健センターが行う子どもの健康診
査（一般的にいう 1 歳 6 ヶ月児健診と 3 歳児健診）
に関わるものを参考にすることが示唆される．こ
うしたことに基づき，「もくようそうだん会」の
申込書兼問診表や記録用紙の主訴に関する項目
は，例えば「乳幼児健康診査身体診察マニュアル」

（国立成育医療研究センター，2018a），「乳幼児健
康診査事業実践ガイド」（国立成育医療研究セン
ター，2018b）や柄田ら（2018）の成果を踏まえ
たもの（資料 1 および資料 2 を参照）となってい
る．そのため，今後の展開に関しても，子どもの
発達相談に関する現代的ニーズについて継続的に
調査し，検討していくことが望まれる．

また，ふらっと文京における子どもの発達相談

・運営スタッフなどとのカンファレンスにおける
振り返りから，これまで準備し，試行したよう
に本実施を行うことを確認した．

6．今後の取り組みへの示唆

この報告は，地域の子ども・子育て支援を行う
ふらっと文京における子どもの発達相談の取り組
み「もくようそうだん会」の試行について，その
準備段階を中心に整理し，大学の子育て支援施設
における発達相談活動の実施について振り返るこ
とを目的とした．地域における子どもの発達相談
は，人間の誕生から続く生涯にわたる発達支援（生
涯発達支援）と様々な領域が連携する支援（多領
域支援）という現代的ニーズに基づく福祉と教育
そして家庭との連携が注目されていくことと考え
る．その中でも特に，人間の発達に関する乳幼児
期の重要性から，乳幼児期の発達支援に関わる領

表 2　学生スタッフの報告
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柄田毅・佐藤香織・加須屋裕子（2018）．大学の子
育て支援施設における発達の相談への対応につ
いて，文京学院大学人間学部研究紀要，19, 115–
121．

（2018. 9. 25 受稿，2018. 10. 17 受理）

の取り組みを試行した成果として，本センターの
子育て支援者育成に関する新たな学習機会の可能
性が示唆された．試行段階の「もくようそうだん
会」に学生スタッフとして参加した学生 1 名の報
告文を下記に示す．

この報告から，「もくようそうだん会」への参
加は，ふらっと文京の特徴の一つである見守りの
基本姿勢を基にして，子どもの理解に基づく積極
的なかかわりなどを考える実践的学習となること
がわかった．そのため，保育・教育に関する専門
職養成課程の学習・実習経験にさらに実践的学習
機会を提供するふらっと文京での実習について
も，今後の検討を行うことが明らかとなった．今
回のふらっと文京における子どもの発達相談「も
くようそうだん会」の試行から得られた成果に基
づいて，今後も継続した検討と実践を行っていく
こととした．

引用文献
家庭と教育と福祉の連携「トライアングル」プロ

ジェクトチーム（2018）．家庭と教育と福祉の連
携「トライアングル」プロジェクト報告，文部科
学省・厚生労働省．

国立成育医療研究センター（2018a）．乳幼児健康診
査身体診察マニュアル，平成 29 年度子ども・子
育て支援推進調査研究事業 乳幼児健康診査のた
めの「保健指導マニュアル（仮称）」及び「身体
診察マニュアル（仮称）」作成に関する調査研究．

国立成育医療研究センター（2018b）．乳幼児健康診
査事業実践ガイド，平成 29 年度子ども・子育て
支援推進調査研究事業 乳幼児健康診査のための

「保健指導マニュアル（仮称）」及び「身体診察マ
ニュアル（仮称）」作成に関する調査研究．

厚生労働省（2014）．今後の障害児支援の在り方に
ついて 〜「発達支援」が必要な子どもの支援はど
うあるべきか 〜（報告書）．

内閣府子ども・子育て会議（2015）．基本指針の概
要（案）．

内閣府（2004）．平成 16 年度版 少子化社会対策白書．
内閣府（2018）．平成 30 年度版 少子化社会対策白書．
（平成 29 年度 少子化の状況及び少子化に対処する
ために講じた施策の概況に関する報告書）」．

資料 1　申込書兼問診票

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   

もくようそうだん会 申込書 兼 問診票  

 

■お子さんの氏名
ふりがな

            生年月日    年    月    日 年齢   歳   ヶ月 

 

■保護者（両親）の氏名  母 年齢     歳 

 父 年齢     歳 

■相談したい主な内容について 

 

 

■出生時の  体重       ｇ    身長       cm 

在胎       週 

■妊娠しているときや出産のときに病気やトラブル等ありましたか。                               

 

 

 

■以下の質問についてお答えください。 

① つかまり立ちをするようになったのはいつですか。    歳   ヶ月頃 

② ひとりで歩くことができるようになったのはいつですか。    歳   ヶ月頃 

③ 声を出したり身ぶりで伝えようとしますか。 はい ・ いいえ 

④ 相手と視線を合わせますか。 はい ・ いいえ 

⑤ 「ママ」「ワンワン」など意味のあることばを話しますか。 はい ・ いいえ 

（例えば：                             ） 

⑥ ものやおもちゃの受け渡しをしますか。 はい ・ いいえ 

⑦ 「○○もってきて」などの簡単な指示に応じますか。 はい ・ いいえ 

⑧ 好きなものを見つけたときに相手（母など）に笑いかけますか。 はい ・ いいえ 

⑨ 自分でコップを持って飲めますか。 はい ・ いいえ 

⑩ スプーンやフォークで食べようとしますか。 はい ・ いいえ 

⑪ 好きな遊びは何ですか。 

（                                           ） 

⑫ これまで大きな病気やケガはありましたか、それはいつですか 

（                                           ） 

 

☆ この用紙は、相談を実り多いものにするために使用します。 

☆ もくようそうだん会は、ふらっと文京の活動ですので、通常開所と同じ利用方法です。 

記入年月日 

     年      月     日 

文京学院大学 ふらっと文京 
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資料 2　記録票
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資料 3　評価表

 
 
 

 
 

  

  

  

  

  

 
  

  

  

  

a,  

  b.  

  c.  
 

 
 
 

 
 

  

  

  

  

  
 

  

  

  

  

a.  

  b.  

  c.  

資料 4　保護者向けアンケート

 

 




